
災害時、まずは自身や家族の身の安全確保を第一に考えてください (自助)。

●水害 (洪水=土砂災害)の時は
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□揺れがおさまるまで身を守る。

国家屋内にいる家族の安否確認を行う。

□揺れがおさまつたら使用中の火気を消す。

□避難するときは必ずガス器具の元栓を開

め、通電火災を防ぐため電気のブレーカー

を切る。

□周辺の安全を確認して避難する。

消火器や救出に必要な器材を持って

書難:鏡え1,欺二1'裁識=欝糠1:ゞ雛

※自宅が無事な場合・・帰宅

□火災の発生、倒れた家などに狭まれた人が

いないかなどの確認

□対応に人数等不足する場合は「地域の集合

場所」へ行き、支援要請

|‐■■二|.■|■■ 1ヽ群 |

□地域内の出火確認 =初期
'肖

火,救出・救護
□「地域の集合場所」で点呼 ,安否確認
□町会の班単位で確認し町単位で情報統括

□可能な限り、消防団との連携のもと、「地域

の集合場所」 |こ集結 した住民を申心とした

救出・救護活動、安否確認の継続

□町単位で、周辺の安全に気を付けなが ら避

難所へ移動。要配慮者への避難支援
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霊鞣 ,「蝙:

心、「 m( 勒 鰺
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資料編 2

③「地域の集合場

所」―等マップ

8

▼

＼_

Lヽ_^

台嵐や集中豪雨等の水害 (洪水、土砂災

害)の ときに、「高齢者等避難、避難指示」

が発令された場合、直接避難所へ避難して

ください。ただし、浸水時、夜間の場合や

昼間でも浴水等により、河川と道路の境界

やマンホールの蓋が見えない場合には、一

時的に 2階以上に待避することなどが必要

です。

「高齢者等避難」が発令された段階で、

地域においては、要配慮者への声かけ等の

対応が求められます。

支所本部長は、地域と連携して、必要な

避難所の開設を行います。

honda
長方形

honda
線



洟蠅靱た鶉瘍諫烙

原則的には、鍵保管者が避難所にかけつけ、必要な箇所を開錠します。

撻峰管構

艤量暖必要な蠣奮 (地域 iこ などまゥてしヽ選、ことが亀饒、昼る

もヽ|ま事寅であると轟断 した場き、選難嚇がをヽ修糧奮 )

1洪本、血尋)賞書)

原則必要な蟻畿 (震麟警等避難 α避難権示餐令時、止撥菫警

警鐵`購諄震糞令時等)

鑢蜆

ぶ響

盪

役職 氏名 連絡先

醍醐

小学校

門扉・

体育館

自主防災会会長 山本 明 571,4102

中野 康弘 571‐ 0519

自治町内会連合会会長 中澤 秀信 572‐ 8271

(醍醐小学校校長) 横山 知史 571-0001

東稜

高等学校

門扉・

体育館・機

材保管庫

自主防災会北部ブロック長 稲場 稔 573‐ 0910

酉是醐

中学校

門扉 `

体育館

自主防災会南部ブロック長 大西 均 571‐ 6035

参考

開設の流れ

(～ 24時間)

開錠

受入準備

鑢

華

レイアウト

開設・受付開始

ト
ト
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ト

ト
ト
ト
ト
ー
‥
Ｌ

^‐ヽ
‐``

.ヽも、、電華

開錠が必要な際に鍵保管者がかけつけられないなどの事情で

開錠できない場合 口菫・

⇒複数の保管者がおられますので、鍵保管者の到着を待つてください

9

資料編 1

04鍵が開けられな

い時どうする?

鑽甕嚢捩識轟潟きヽ
災害時、地域が主体となって避難所を開錠し、受入準備、レイアウトづくり

を進めて避難所を開設します。

醍醐学区避難所については、学区を、北部 口中部・南部に分けて、北部は東稜

高等学校避難所、中部は醍醐小学校避難所、南部は醍醐中学校避難所とします。

※東稜高等学校避難所については、北醍醐校区と避難所を共用することになります。

自主防災会中部ブロック長

資料編 1

03開設準備開始の

判断は?

「
´
参房
~｀

)

honda
長方形

honda
線

honda
長方形



醍醐小学校避難所
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瞳 彗理スペースとしての崚長菫・機量菫 瑯事務

竃 ,管理周務室
圃 機轟 ef≧攀薬品発ζ轟る時剛毅菫
翻 総鸞施設
圃 旗選菫
國 その他学校運営1通必要とする最小限の施畿

スス 抵と 必要な電昌 教育l舌動●

臨 露饉室
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学校避難所
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圏
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スペース

が轟る鶴剛数量

こ必要とする

縁篠室
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醍醐中学校避難所
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回 数爾鸞靱のスペースとして必要な書通数室

園 爆饉量
圃 鸞瞳スペースとしてや機晨菫 '職量饉 。事務

菫 饉鸞瞳踊務菫
国 は難 饉《鶴学業晶が趾贔特選増数室

圏 総食施設
圃 旗選菫
圏 モ聰饉攀機灌鬱 こ必要とする最ノ:ヽ限◎施設
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鰹非鸞覇兆電機 (ヵ セットボンベ式)  圃躍明器具セット (贖蝙、スタンド)

翻鷺晨鶴― ド             圏ランタン    璽炒勒層爾仕切リテント

回避難購闘設セット (⑬〔まケースに入つています。)
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応急的に対応できる人で手分けをして、避難者を受け入れるための準備

を進めます。施設管理者等がいない場合でも、事前の協議に基づいて進め

ます。

=三
11■
~●
 .1‐
'1 てしヽる場合などt状況を判断しながら準備を行いましよう。

開設の流れ

(～ 24時間 )

レイアウト

■ ′
▼

開設。受付開始

資料編 2

②安全点検チエッ

クリスト

資料編 1

05開設セッ トの使

い方は ?      、

鑢

膵

開錠

安全点検チェックリス ト(資料編

週墾墾郵生が重壼亜堕堕四堕塾します。

2-②)に基づいて、

い場合は、持参した懐中電灯等で対応します。 (※原

則として、ロウソクは火災牲 の原因になり得るた

め、使用は避けます。)

明照 をの確保 す行夜間の場合

」ill::=1:I:lili墾 1望i壺|:全二宝 :挫1墨i壺:二22■ :生!述:聾:⊇里
て、使星立るうえでの安全性を確認します。

母

建物が危険な状態で使用できる場所力`ない場合・・・

⇒ すで二避難してきて上ヽる人がtヽる場合、安全な避難所に移るまで

グラウンド で待機

→ 避難誘導

) の安全確認→次の避難所 (

参考

|`_

▼

13

受入準備



磋 凩贔畿へ鉾鱚参 贔ゞ彎燎綺

受付で町単位で避難者の人数を確認し、避難者名簿の記入を依頼して、

避難者等の名簿づくりを進めます。

ま三1ま、」壁望塁塁2竪饉型壺■_菫窒数■_墾里菫型L菫」L_

受付時には、町名と人数のみ報告を求めます。

賽膏難轟卜の鸞鞭整囃 崚纏攣

パソコンが

復旧次第デ

‐夕化

機索機響辮

塁旦L』壁菫望壼塾量をします。観光客等帰宅困難者、

他地域からの避難者等はそれぞれ別に受付します。

町単位で着席後、次のような

□ 避難所への避難者を世帯ごとに名簿作成

①該当地域の世帯

②他地域からの避難者等

□ 観光
・客等帰宅困難者のリス ト作成

を進めます。名簿づくり

警甕不鴫簿報

を安膏確認シ

…卜|こ記入

構織掲拳機

i=購 呼轟じ

く:安否確構
=`―
卜 1::イ メー t'i}

年齢 性別 住所 情報連絡先

18

開設の流れ

(～ 24時間)

受入準備

レイアウト

資料編3

①避難者数集計表

資料編 3

②町 (町会)別選難

者名簿

資料編 3

③避難所入退所属、

資料編 1

07学 区内の避難
所、避難者情報の

確認は?

資料編 2

④避難所マツプ

資料編3

④安否確認シート

機

畢

開錠

・様式

参考

様 式

に

名前

資料編 1

06名 簿づくりの「進

め方は?



隆賤捩櫃づくり
応急的な対応が落ち着いてきた段階 (目標は24時間～48時間後)で、避難

所の運営に当たる「避難所運営協議会」を設置します。避難所における課題ヘ

の対応や行政の災害対策本部との連携などt自主的で円滑な運営を進めます。

祗鰊骰蝙饉瘍狡鶯
*i*--+.r*.*ilrrlx9rrra*dri.'rdxr*I..a'.i'b-r

｀
:,S｀
|

.ヽ、‐、、‐謎‐

避難所運営に当たつて、事前の想定に基づき、運営協議会を設置します。

ミll華恭il

避難者の中に想定していたメンバーがいない場合・・・

→避難者の中で相談してメンバーを決めます。

纏警
轟

避難所名 醍醐小学校 醍醐中学校 東稜高等学校

代表者 中澤 秀信 中澤 秀信

北醍醐校区自主

防災会が運営

(稲場 稔 )
(葛城 亨)

副代表者 山本 明 大西 均

総務班 班長 大塚 俊若 南里町

情報広報班 班長 みゆき町

管理班 班長 内海 昇司 葵町

保健緯子生期[班長 木下 俊朗 五月町

救護・要配慮者班 班長 西村 昇 南里町

食料班 班長 櫻井 彰人 松本 勝雄
物資班 班長 中野 隆雄 櫻井 彰人

ボランティア班 班長 吉水 聡真 構 日北町

19

資料編 1

08運営協議会のポ

イントは?

中野 康弘

｀
ヽ _

‐各班の役割 |こ

つしヽては 18ヘ｀
■ジ以降め役T
割内容を 27～
28ベージの運,

営活動のル…

ル と共に各競
‐に配布 して く .

ださ,｀を 1



内会連合会、醍醐学区自主防災会、伏見消防団醍醐消防分団
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